
質疑応答集～オンライン事業説明会での参加者からの質問とそれに対する回答（分割５） 

 

 

７ 市や市民等との連携・協働に関すること 

 質問概要 回答者 回答内容 

１ 

行政・企業・市民の参画に強く関心があり、利活用につ

いて前進していることを嬉しく思っています。部分解放

や周囲との連携を気にしています。 

㈱アイネット 

森林維持や再生において、市民の皆様に是非とも参加していただき

たいと思います。また、研究所の一部を開放するオープンスペース

やグラウンドの活用に関しても様々なご意見をいただきたいと思

います。今後、IT を活用した提案を市、及び市民の皆様に対して行

っていきますが、これについてもご意見を伺うとともに、採用され

た際には一緒に推進をお願いします。 

２ 

野村総研跡地において、アイネットと共同で活動を行い

たいと考えていますが、どのような形で提案すればよい

でしょうか。 

㈱アイネット 

基本的には、ご要望を先ず聞くということをしたいと思います。そ

の中にはできるものとできないものがあると思いますが、説明会の

場とは別に意見を聞かせていただき、その上で具体的に検討してい

きたいと考えています。時期としては、基本契約を結ばないと何も

できないので、基本契約以降に場を設けていきたいと思います。 

鎌倉市 
先ずは、公的不動産活用課にご連絡をいただければ、アイネットと

連絡調整します。 

３ 

事業について市民と協議するつもりがあるかどうかを

確認したいです。特に公益的事業について、コミュニテ

ィビジネスやソーシャルビジネスなどの観点から協働

する意思があるかどうか知りたいです。 

㈱アイネット 

公益的事業については、これから市や市民の皆様と協議を行いなが

ら、事業者して可能な範囲で提案及び協働させていただきたいと考

えています。 

４ 

この場所で産学連携を進めてほしいです。宿泊施設は難

しいかも知れないが、例えば、市内外の大学が、ゼミの

セミナーをやる際に会議室を開放していただけると嬉

しいと思っており、そういったこともご検討いただきた

いです。 

㈱アイネット 

産学連携は、弊社としても是非お願いしたいと考えています。横浜

国立大学とは様々な分野で連携していますが、それに限らず幅広い

分野で連携できればと考えています。また、その一環として、梶原

四丁目用地でゼミやセミナーを行うことも、申請があれば使えるよ

うにしていきたいと考えています。 

５ 
鎌倉市のスーパーシティ構想とアイネットの事業との

関係性はどういうものですか。 
㈱アイネット 

スーパーシティ構想の中で、弊社の事業領域である IT やデータセ

ンターは密接に関わってくると考えますが、弊社が提案できるテー

マがあるのか、また、テーマがあったとしても、提案した事業が採

用されるかについては、現時点で分かりません。 

６ 

市の IT 部門との協業の予定や現在鎌倉市がポスティン

グしているデータセンター（クラウドシステム）とコラ

ボして、市民がメリットを享受できるプランは考えてい

ますか。 

㈱アイネット 

鎌倉市の IT 部門との協業について、現時点での予定はありません

が、今後鎌倉市がスーパーシティ構想を立ち上げた折に、アイデア

を提供するパートナーとして弊社は応募しています。ただし、全体

で 60者くらい応募があり、その中の１者になっているにすぎず、

現時点で鎌倉市との取引はありません。神奈川県の DX プロジェク

ト推進事業に採択された、鎌倉市内での介護タクシー実証実験がう

まくいけば、市や市内の病院、介護タクシーの方々に参加を募り、

効率的な仕組みを作っていきたいと思います。また、そういった提

案を今後していきたいと考えています。 

７ 

野村総研跡地を含む常盤山は、鎌倉に残された唯一の大

緑地であり、貴重な財産だと思います。特に近隣の四つ

の自治会は非常に関心を持っているため、今後何らかの

形で、アイネットと鎌倉市と近隣の自治会による意見交

換の場（連絡協議会等）を持っていただきたいと思いま

す。 

鎌倉市 

この地を利活用するに当たり、市は、事業者を公募する時点から、

市と市民の皆様と事業者が連携しながら進んでいくのが大前提だ

と考えています。協力の仕方は様々だと思いますが、いただいた意

見を参考にしながら、取組を進めていきたいと思いますので、今後

ともご協力をお願いします。 

８ 

今後の要望をアイネットが全て聞くということではな

く、市民に広く開かれたというところでは、鎌倉市もい

ろいろな市民の意見に対応していただきたいと思いま

す。 

鎌倉市 

市としては、アイネットに自社事業をしてもらいつつ、パブリック

マインドを持って市民の方のための事業もやっていただくとして

いますが、決して丸投げということではなく、市には市の役割があ

ると認識しており、市がやるべきこと、事業者がやるべきことはし

っかり判断しながら活用していきたいと考えています。 

９ 
定期的に市民、行政を含めて、町内会と対話をできる場

を設けていただきたいと思っています。 
㈱アイネット 

賃借期間について 40年としましたが、その中で、定期的に自治町

内会等と連絡会や意見交換会を設けたいと思います。 


